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昨
年
十
一
月
十
二
日
、
東

京
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て
、

文
化
芸
術
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
省

創
設
へ
の
道
筋
」
が
文
化
芸

術
振
興
議
員
連
盟
主
催
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
刀
剣
界
紙
上
で
も
た

び
た
び
紹
介
さ
れ
た
同
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
昨
年
の
タ
イ
ト
ル
「
文

化
省
の
創
設
を
考
え
る
」
か

ら
「
…
創
設
へ
の
道
筋
」
へ

と
変
わ
り
、
そ
の
実
現
へ
一

歩
近
づ
い
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

　

別
掲
の
進
行
表
の
通
り
登

壇
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演

者
か
ら
、
わ
が
国
の
優
れ
た

文
化
芸
術
を
国
民
生
活
向
上

や
社
会
経
済
発
展
の
重
要
要

素
と
し
、
国
の
活
力
を
生
み

出
し
、
文
化
交
流
を
通
じ
て

世
界
平
和
に
貢
献
し
て
い
く

た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

と
席
を
並
べ
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
当
組
合
よ
り
全
美
連
の
組

織
力
・
発
言
力
を
強
め
る
た
め
に
加

入
の
ご
案
内
を
し
た
の
も
、
こ
の
組

織
活
動
に
協
力
す
る
一
環
で
す
。
刀

剣
業
界
か
ら
は
特
に
多
く
の
組
合
員

と
そ
の
従
業
員
の
入
会
に
結
び
つ
き
、

感
謝
の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
省
へ
の
格
上
げ
に
よ
る
文
化

政
策
の
向
上
や
、
業
界
が
直
面
す
る

諸
問
題
の
解
決
と
円
滑
な
経
済
活
動

の
た
め
に
も
、
社
会
的
信
頼
を
築
き

な
が
ら
地
位
と
組
織
力
の
向
上
が
必

要
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。�

（
伊
波
賢
一
）

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

先
進
国
の
間
で
水
を
あ
け
ら
れ
て
い

る
文
化
政
策
で
す
が
、
人
員
・
予
算

面
で
も
、
芸
能
、
芸
術
、
映
画
、
音
楽
、

文
化
産
業
、
知
的
財
産
保
護
、
観
光

な
ど
多
方
面
の
拡
充
策
が
指
摘
さ
れ
、

現
在
の
文
化
庁
を
「
省
」
に
格
上
げ

す
る
必
要
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
美
術
商
分
野

は
、
全
国
美
術
商
連
合
会
（
全
美

連
・
淺
木
正
勝
会
長
）
が
担
っ
て
い

ま
す
。
株
式
会
社
東
京
美
術
倶
楽
部

の
現
会
長
で
も
あ
る
淺
木
氏
は
、
各

方
面
に
幅
広
く
接
触
し
、
業
界
の
社

会
的
信
頼
を
高
め
発
展
を
図
る
と
と

も
に
、
わ
が
国
の
文
化
芸
術
振
興
に

寄
与
す
べ
く
、
活
動
を
積
極
的
に
続

け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
全
国
刀
剣
商
業
協
同
組

合
の
深
海
信
彦
理
事
長
は
、
全
美
連

に
理
事
と
し
て
参
加
。
全
国
五
都

（
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
・

金
沢
・
富
山
）
美
術
商
協
同
組
合
を

は
じ
め
、
洋
画
・
現
代
版
画
・
浮
世

絵
・
現
代
美
術
な
ど
各
方
面
の
代
表

主
催
者
挨
拶
…�

野
村　

萬
（
能
楽
師
）

進
　
　
　
行
…�

浮
島
智
子
（
公
明
党
）

講
　
　
　
演
…�

遠
藤
利
明

（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣
、

自
民
党
）

問
題
提
起
…�

伊
藤
信
太
郎
（
自
民
党
）

パ
ネ
リ
ス
ト
…�

逢
沢
一
郎
（
自
民
党
）

　
　
　
　
　
　

枝
野
幸
男
（
民
主
党
）

　
　
　
　
　
　

高
木
美
智
代
（
公
明
党
）

　
　
　
　
　
　

松
野
頼
久
（
維
新
の
党
）

　
　
　
　
　
　

市
田
忠
義
（
共
産
党
）

ま
　
と
　
め
…�
河
村
建
夫

�
（
議
員
連
盟
会
長
、
自
民
党
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
文
化
省
創
設
への
道
筋
」を
開
催

�

期
待
さ
れ
る
全
美
連
の
組
織
力
向
上

文化省創設について論議された文化芸術推進フォーラムのシンポジウム

る
た
め
の
記
事
や
情
報
が
、
学
識
経

験
者
や
業
界
の
実
務
者
に
よ
っ
て
毎

号
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
機
関
紙
の
「
組
合
交
差
点
」

に
掲
載
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
、
二

月
三
日
、
中
央
会
・
経
営
支
援
部
と

政
策
推
進
部
の
方
々
よ
り
取
材
を
受

け
ま
し
た
。
組
合
か
ら
は
深
海
理
事

長
、
清
水
専
務
理
事
、
筆
者
の
三
名

に
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
取
材
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◦
当
組
合
の
設
立
経
緯
と
目
的

◦
設
立
後
の
経
過

◦
組
合
活
動

◦
内
外
経
済
の
刀
剣
業
界
へ
の
影
響

◦
今
後
の
課
題
と
目
標

　

設
立
の
経
緯
と
そ
の
後
に
つ
い
て

は
、
深
海
理
事
長
が
当
初
か
ら
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
詳
し
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
央
会
の
方
が
刀
剣
業
界
の
話
を

聞
い
て
、「
多
く
の
組
合
や
企
業
を
取

材
し
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
に
な
い

興
味
深
い
話
題
が
多
く
、
楽
し
い
取

材
で
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
結
局
、
取

材
は
二
時
間
半
に
も
及
び
ま
し
た
。

当
組
合
が
逆
に
中
央
会
を
取
材
す
る

場
面
も
多
々
あ
り
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
し
た
。

　

中
央
会
機
関
紙
『
中
小
企
業
と
組

合
』
四
月
号
に
当
組
合
が
紹
介
さ
れ

る
こ
と
は
、
全
国
の
あ
ま
た
の
企
業

へ
刀
剣
業
界
の
存
在
を
Ｐ
Ｒ
す
る
大

変
有
意
義
な
機
会
で
す
。
こ
の
度
の

取
材
の
依
頼
は
、
設
立
か
ら
二
十
八

年
間
、
地
道
に
活
動
を
積
み
重
ね
て

き
た
当
組
合
と
、
多
く
の
組
合
員
へ

の
信
用
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。�

（
嶋
田
伸
夫
）

　

当
組
合
が
所
属
す
る
全
国
中
小
企

業
団
体
中
央
会
（
以
下
、
中
央
会
）

は
、
全
国
約
二
万
七
千
の
中
小
企
業

組
合
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
組

合
の
傘
下
企
業
は
実
に
二
七
二
万
五

千
を
数
え
ま
す
。
日
本
の
中
小
企
業

の
約
七
割
を
擁
す
る
わ
が
国
の
最
大

の
中
小
企
業
団
体
で
す
。
中
小
企
業

の
振
興
発
展
と
、
中
小
企
業
の
組
織

化
の
推
進
を
目
的
と
し
、
会
員
企
業

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
業
務
と
し

て
い
ま
す
。

　

当
組
合
も
設
立
以
来
何
か
と
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
、
中
央
会
に
対
し

て
は
組
合
活
動
の
報
告
な
ど
も
随
時

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
央
会
が
発
行
す
る
月
刊
機

関
紙
『
中
小
企
業
と
組
合
』
に
、
当

組
合
の
日
々
の
活
動
を
掲
載
し
、
中

央
会
会
員
の
組
織
や
多
く
の
企
業
へ

紹
介
し
た
い
と
の
申
し
出
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
四
年
の
創
刊
以
来
、
現

在
八
五
二
号
と
長
い
歴
史
あ
る
機
関

紙
で
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
、
金

融
、
税
制
、
労
働
環
境
、
組
合
運
営

な
ど
激
変
す
る
経
済
環
境
を
乗
り
切

挨拶する全美連・浅木会長
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■
全
刀
商
の
活
動

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
評
価
査
定
部
会

　

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
の
委
員
会

は
、
経
済
委
員
会（
市
場
運
営
部
会
・

共
同
販
売
及
び
共
同
販
売
促
進
部
会
）、

金
融
委
員
会（
金
融
部
会
・
評
価
査
定

部
会
）、
総
務
部
会（
共
同
宣
伝
部
会
・

調
査
研
究
部
会
・
教
育
及
び
情
報
に
関

す
る
部
会
・
防
犯
対
策
部
会
・
福
利
厚

生
部
会
）等
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
の
金
融
委
員
会
（
評
価
査
定

部
会
）
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を

受
け
、
刀
剣
・
武
具
類
の
評
価
・
査

定
・
買
入
な
ど
の
相
談
を
承
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
、
飯
田
慶
久
前
理
事
長

の
時
代
に
、
東
京
都
教
育
委
員
会
（
銃

砲
刀
剣
登
録
審
査
会
）
や
公
益
財
団
法

人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
な
ど
に
協

力
を
要
請
し
、
評
価
・
査
定
・
買
入
、

そ
の
他
商
い
に
関
す
る
事
業
の
依
頼
を

受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

査
定
日
に
は
理
事
が
二
人
態
勢
で
待

機
し
、
相
続
に
関
す
る
評
価
や
、
時
に

は
慎
重
に
価
格
を
精
査
し
買
い
取
り
も

行
っ
て
い
ま
す
。
依
頼
者
に
よ
っ
て
は

組
合
に
来
所
さ
れ
た
り
、
自
宅
訪
問
を

希
望
さ
れ
た
り
、
ま
た
事
務
局
に
郵
送

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

買
い
取
っ
た
商
品
は
、
毎
月
十
七
日

に
開
催
さ
れ
る
組
合
交
換
会
に
成
り
行

き
品
と
し
て
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
（
事

前
通
知
）。
今
年
度
は
、
査
定
評
価
十

一
件
、
買
取
は
十
件
の
依
頼
が
あ
り
、

そ
の
中
に
は
裁
判
所
か
ら
の
査
定
評
価

や
、
警
察
庁
（
県
警
）
か
ら
の
査
定
評

価
お
よ
び
入
札
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
記
し
た
通
り
、
今
後
も
内
閣
総
理

大
臣
認
可
組
合
の
立
場
を
生
か
し
、
ま

た
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
評
価
・
査
定
な

ど
の
活
動
を
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
の
日
程
、
予
約
な
ど
は

左
表
の
要
領
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
清
水
儀
孝
）

伊
波
常
務・清
水
専
務
が
表
彰
さ
れ
る

　

当
組
合
常
務
理
事
伊
波
賢
一
氏
と
専

務
理
事
清
水
儀
孝
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

　

伊
波
氏
は
十
一
月
十
七
日
、
メ
ル
パ

ル
ク
東
京
（
芝
公
園
）
に
て
芝
税
務
署

よ
り
署
長
「
表
彰
」
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
所
轄
内
で
申
告
納
税
制
度
の
周

知
と
実
施
を
促
す
活
動
に
尽
力
し
た
法

人
会
や
青
色
申
告
会
、
間
税
会
な
ど
関

係
五
団
体
に
対
し
、
財
務
省
の
表
彰
規

定
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回

は
五
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
武
井
雅
昭
港
区
長
、
本
間

愛
宕
警
察
署
長
は
じ
め
各
税
務
団
体
の

長
が
来
賓
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
厳
粛
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
波
氏
は
早
く
か
ら
法
人
会
青
年
部

会
や
地
区
の
役
員
を
務
め
ら
れ
、
申
告

納
税
制
度
の
普
及
に
貢
献
し
、
三
年

前
、
署
長
「
感
謝
状
」
を
授
与
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
表
彰
に
よ
り
、
税
務

署
内
の
廊
下
に
金
属
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
が
掲
示
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

清
水
氏
は
十
二
月
三
日
、
浅
草
警
察

署
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
防
犯
に
多
大

な
貢
献
を
し
、
浅
草
を
安
全
で
暮
ら
し

や
す
い
町
に
導
い
た
と
し
て
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。
当
日
は
清
水
氏
を
含
め
七

名
が
、
浅
草
警
察
署
長
よ
り
表
彰
状
と

記
念
品
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
二
人
の
ま
す
ま
す
の
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。�

（
生
野
　
正
）

日　 時

・�５日 （祝日または土曜、
日曜日の場合は翌日） 
・�15日 （祝日または土曜、
日曜日の場合は翌日）
・�第３土曜日 （５月と10
月のみ第３日曜日となり
ます）
上記の毎月３回承っています

時　 間 午後２:00～４:00

料　 金
評価・査定のみの方は､ 有
料となります（査定評価書
発行）｡ 売却される方は､
無料です｡

予約方法

刀剣類に「銃砲刀剣類登録
証」が必ず付随しているこ
とを確認の上、電話にて予
約受付しています。詳しく
は､ 事務局までお問い合わ
せください。
　☎ 03-3205-0601
FAX 03-3205-0089

表彰状を授与される清水氏

　

銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
は
昭
和
二
十
五

年
に
施
行
さ
れ
た
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等

取
締
令
に
基
づ
き
、
翌
年
の
登
録
審
査

か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

組
合
で
は
制
度
の
趣
旨
に
鑑
み
、
譲

与
や
相
続
に
伴
う
所
有
者
名
義
の
変
更

の
必
要
性
を
広
く
呼
び
か
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
従
来
は
な
お
ざ
り
に

さ
れ
が
ち
だ
っ
た
名
義
変
更
が
、
今
日

で
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
履
行
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

反
面
、
こ
の
こ
と
に
伴
う
問
題
も
散

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
己
の
責
任
で
は

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
解
決
の
困
難

な
場
合
も
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

こ
ん
な
と
き
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
―
。
関
係
機
関
や
刀
に
関
わ
る
す
べ

て
の
方
々
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
解
決

の
方
向
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
具
体
的

な
事
例
を
集
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

事
例
❶

〈
経
緯
〉
一
カ
月
前
の
登
録
審
査
会
で

発
行
し
た
登
録
証
に
裏
年
紀
の
記
載
が

な
い
こ
と
を
発
見
し
、
電
話
に
て
そ
の

旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
次
回
の
登
録
審

査
会
に
現
物
の
刀
と
登
録
証
を
持
参
す

る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

持
参
し
て
登
録
審
査
員
に
見
せ
た
と

こ
ろ
、「
登
録
証
の
筆
跡
は
○
○
先
生

だ
か
ら
、
書
き
替
え
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
事
務
局
の

方
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
理
由
は
「
合

わ
せ
登
録
証
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

全
国
照
会
し
て
か
ら
答
を
出
す
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

〈
対
応
〉
年
月
が
経
っ
て
い
る
場
合
は
致

し
方
な
い
で
す
が
、
つ
い
一
カ
月
前
の

出
来
事
で
す
。
石
橋
を
叩
い
て
渡
る
の

は
い
い
で
す
が
、
明
ら
か
に
審
査
員
の

手
違
い
な
の
に
非
を
認
め
ず
、
時
間
を

か
け
る
の
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。

　

登
録
証
は
そ
の
後
、
手
数
料
を
支
払

い
再
発
行
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

事
例
❷

〈
経
緯
〉
脇
指
を
購
入
し
て
名
義
変
更

届
を
出
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
数
日
し
て

教
育
委
員
会
か
ら
電
話
が
来
ま
し
た
。

「
記
録
内
容
が
違
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

現
物
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
追
っ

て
日
時
に
つ
い
て
通
知
し
ま
す
か
ら
ご

来
庁
く
だ
さ
い
」
と
。「
ど
こ
が
台
帳

と
違
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
」「
そ
れ

に
つ
い
て
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
」

　

キ
ッ
パ
リ
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

の
で
、
審
査
日
に
刀
を
持
っ
て
弊
社
社

員
が
会
場
ま
で
伺
い
ま
し
た
。
審
査
会

場
に
時
間
ま
で
に
着
く
た
め
に
、
前
日

か
ら
刀
を
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
会
場
ま
で
の
移
動
時
間
、
待

ち
時
間
、
帰
り
の
時
間
、
合
わ
せ
る
と

半
日
で
は
済
み
ま
せ
ん
。
そ
の
間
仕
事

は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
経
営
者
か
ら
言

わ
せ
て
も
ら
う
と
間
違
い
な
く
損
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

〈
対
応
〉
帰
っ
て
き
た
社
員
に
、「
ど
こ

が
違
っ
て
い
た
の
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
こ
こ
な
ん
で
す
よ
」
と
困
っ
た
顔
を

し
て
い
ま
す
。
新
し
く
発
行
さ
れ
た
証

書
を
見
た
と
こ
ろ
、
ア
レ
レ
っ
て
感
じ

で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
に
は
全
く
関
係

が
な
い
、
た
だ
の
ナ
ン
バ
ー
の
押
し
間

違
え
？　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
お

思
い
で
し
ょ
う
か
？　

ち
な
み
に
再
発

行
の
手
数
料
は
無
料
で
し
た
。

「
登
録
証
問
題
」を
考
え
る
①

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る
❶

登
録
証
問
題
研
究
会

下が再発行した登録証

　

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
岡
山
県
支

部
（
小
池
哲
支
部
長
）
は
、
県
内
の
神

社
仏
閣
に
奉
納
さ
れ
な
が
ら
、
さ
び
つ

い
た
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
刀
剣
を

研
磨
し
、
後
世
に
残
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
た
。
三
月
六
日
、
備
前
長

船
刀
剣
博
物
館
（
瀬
戸
内
市
）
で
説
明

会
と
日
本
刀
の
鑑
賞
会
を
開
催
し
、
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

奉
納
刀
は
、
か
つ
て
戦
勝
や
子
孫
繁

栄
な
ど
を
願
い
、
地
域
の
有
力
者
ら
が

寺
社
に
献
納
し
た
も
の
だ
が
、
小
池
支

部
長
に
よ
る
と
「
奉
納
刀
は
時
代
と
と

も
に
忘
れ
ら
れ
、
錆
や
刃
こ
ぼ
れ
が
ひ

ど
い
も
の
が
多
い
。
放
置
す
れ
ば
価
値

が
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
言
う
。

　

最
初
に
手
が
け
る
の
は
、
高
岡
神
社

（
真
庭
市
）
の
大
太
刀
（
同
市
重
文
）。

神
社
近
く
の
同
市
水
田
地
区
で
江
戸
期

を
中
心
に
活
躍
し
た
水
田
一
門
の
頭

領
・
初
代
八
郎
左
衛
門
尉
国
重
の
作
。

本
刀
の
作
者
は
「
大
与
五
」
の
名
で
知

ら
れ
る
大
月
与
五
郎
国
重
と
同
一
人
物

の
可
能
性
が
あ
り
、
研
磨
の
結
果
、
謎

の
解
明
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ

る
。

　

費
用
は
研
磨
、
拵
の
修
理
、
収
納
用

桐
箱
製
作
な
ど
で
約
百
万
円
を
見
込
む
。

半
額
は
支
部
で
負
担
す
る
が
、
六
月
ま

で
通
常
の
募
金
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
寄
付
を
集
め
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
も
行
い
、
資
金
を
つ
く
る
。

結
果
次
第
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発

展
的
に
継
続
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

一
口
の
寄
付
額
は
三
千
円
か
ら
で
、

金
額
ご
と
の
特
典
が
あ
る
。

　

な
お
、
説
明
会
・
鑑
賞
会
は
三
月
二

十
七
日
、
四
月
二
十
四
日
に
も
開
催
す

る
。
研
磨
し
終
え
た
大
太
刀
は
今
秋
、

長
船
刀
剣
博
物
館
で
公
開
し
、
そ
の
後

は
県
立
博
物
館
（
岡
山
市
）
に
寄
託

し
、
保
管
し
て
も
ら
う
。

　

問
い
合
わ
せ
先
＝
☎
〇
九
〇-

一
三

五
〇-

七
七
八
二
（
小
池
）https://

readyfor.jp/projects/hounoutou

日
刀
保
岡
山
県
支
部
が
奉
納
刀
研
磨
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動

大
太
刀
　
銘 �

備
中
国
水
田
住
大
月
八
良
左
衛
門
尉
源
國
重
／
寛
永
十
八
年
五
月
吉
日 

備
州
水
田
住
次
左
衛
門
尉
國
重
為
□
氏
作
之
　
刃
長
三
尺
五
寸
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昨
今
の
資
格
や
検
定
の
種
類
は
、

容
易
に
覚
え
き
れ
な
い
ほ
ど
に
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。
今
日
、

何
を
す
る
に
も
、
そ
の
人
が
そ
の
道

に
精
通
し
て
い
る
者
で
な
い
と
安
心

し
て
全
て
を
託
す
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
資
格
認
定
や
検
定
が
な
か
っ
た

時
代
は
そ
の
人
の
経
験
や
実
績
、
年

齢
や
人
柄
の
評
判
を
頼
っ
て
物
事
を

委
ね
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

医
師
や
弁
護
士
、
教
師
な
ど
が

国
家
資
格
で
あ
る
こ
と
は
誰
で
も

知
っ
て
い
る
が
、
柔
道
整
復
師
や

あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
士
、
ピ
ア
ノ
調
律
技

能
士
、
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
技
能

士
、
水
先
人
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
と

な
る
と
、
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
国
家
資

格
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
。

　

こ
の
国
家
資
格
に
は
、
弁
護
士
な

ど
の
資
格
習
得
が
業
務
遂
行
の
た
め

の
必
須
条
件
と
な
っ
て
い
る
「
業
務

独
占
資
格
」
や
、
中
小
企
業
診
断
士

等
の
資
格
を
持
つ
者
だ
け
が
名
乗
る

こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
「
名
称

独
占
資
格
」、
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
（
宅
建
）
の
よ
う
に
特
定
の
事
業

を
行
う
際
に
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
「
設
置
義
務
資
格
」
等
が
あ

る
。

　

こ
の
国
家
資
格
と
は
別
に
、
民
間

資
格
や
民
間
検
定
は
そ
の
何
十
倍
も

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
何
を
行
う
に
も
そ

の
取
得
し
た
資
格
を
名
乗
っ
て
業
務

を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
民
間
資
格
が
急
増

し
た
背
景
に
は
、
何
の
専
門
知
識
も

持
た
な
い
人
が
勝
手
に
人
の
健
康
や

財
産
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
事
業

と
し
、
良
く
な
い
結
果
を
招
く
例
が

多
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
未
然
に
防

ぐ
と
い
う
社
会
の
需
要
か
ら
で
あ
ろ

う
。

　

し
か
し
果
た
し
て
、
民
間
資
格
の

取
得
者
が
全
員
そ
の
道
の
プ
ロ
級
の

能
力
を
備
え
て
い
る
か
は
疑
問
で
あ

り
、
中
に
は
立
派
な
名
称
は
つ
い
て

は
い
る
が
内
容
は
乏
し
く
、
営
利
事

業
と
し
て
国
家
資
格
に
紛
ら
わ
し
い

名
称
の
資
格
や
検
定
の
証
明
書
を
乱

発
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
と
聞
く
。

一
方
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
ネ
ッ
ト
上

に
氾
濫
し
、
職
業
も
多
様
化
し
た
現

代
に
お
い
て
は
、
相
手
の
信
用
を
推

し
量
る
す
べ
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な

資
格
抜
き
に
は
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
が

円
滑
に
行
か
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
否
め
な
い
事
実
で
あ
ろ

う
。

　

各
種
の
資
格
に
価
値
の
有
無
を
判

断
す
る
の
は
利
用
者
で
あ
り
、
専
門

的
な
こ
と
に
関
し
て
知
識
の
浅
い
利

用
者
は
、
ま
ず
相
手
が
有
資
格
者
か

否
か
を
判
断
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
銀

座
四
丁
目
交
差
点
に
立
つ
僧
衣
に
編

み
笠
で
経
を
唱
え
て
い
る
者
の
胸
に

も
「
托
鉢
修
行
僧
証
」
の
名
札
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
物
乞
い
乞
食
の
類

で
は
な
い
と
い
う
証
明
が
な
け
れ
ば

道
行
く
人
は
施
し
を
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
犬
の
躾し

つ
け

は
犬
訓
練
士
、
子

供
を
託
す
の
は
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
資

格
試
験
合
格
者
、
身
の
上
相
談
は

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
心
理
士
、
鍵か

ぎ

は
鍵

士
、
樹
木
の
相
談
は
樹
木
医
等
の
ほ

か
、
国
家
資
格
か
と
思
わ
せ
る
名
称

の
競
売
不
動
産
取
扱
主
任
者
、
建
築

設
備
士
、
介
護
食
士
、
医
療
保
険
士

な
ど
、
民
間
資
格
は
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
あ
り
、
む
し
ろ
、
何
の
資
格
も

な
く
業
務
を
行
っ
て
い
る
職
種
は
少

数
派
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
言
い
得
よ

う
。

　

さ
て
、

ひ
る
が
え

翻
っ
て
わ
が
業
界
を
見
て

み
る
と
、
美
術
的
・
骨
董
的
・
文
化

的
に
価
値
が
高
い
刀
剣
や
甲
冑
を
扱

っ
て
い
る
刀
剣
商
に
は
資
格
と
い
う

も
の
が
な
く
、
本
人
の
信
用
だ
け
が

唯
一
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
刀
剣
商
は
全
員
が

国
家
公
安
委
員
会
か
ら
古
物
商
許
可

証
を
交
付
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ

は
商
売
を
す
る
た
め
の
許
可
証
で
あ

り
、
一
定
の
能
力
を
認
め
ら
れ
て

交
付
さ
れ
る
資
格
と
は
異
な
る
。
こ

の
点
、
同
じ
銃
刀
法
の
制
約
を
受
け

る
猟
銃
所
持
等
が
狩
猟
免
許
と
い
う

国
家
資
格
を
持
つ
の
と
対
照
的
で
あ

る
。

　

現
在
の
よ
う
な
資
格
社
会
と
な
る

と
、
刀
剣
を
売
る
資
格
、
買
う
資

格
、
評
価
・
鑑
定
す
る
資
格
を
問
わ

れ
か
ね
な
い
時
代
が
す
ぐ
に
で
も
や

っ
て
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
遺
産
相

続
や
売
却
処
分
の
際
に
は
、
不
動
産

鑑
定
士
の
信
用
イ
メ
ー
ジ
に
類
似
の

遺
品
鑑
定
士
、
相
続
刀
剣
査
定
士
の

民
間
称
号
を
有
す
る
者
に
し
か
売
却

で
き
な
い
と
一
般
に
誤
認
さ
れ
た
ら

ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
刀
剣
一
級

販
売
士
、
刀
剣
管
理
士
の
称
号
を
有

す
る
者
か
ら
刀
を
買
う
の
が
正
し
い

購
入
方
法
だ
と
宣
伝
さ
れ
た
ら
、
ど

う
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

正
真
の
刀
を
適
正
価
格
で
販
売
し

さ
え
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
先
代
か

ら
の
手
堅
い
営
業
方
法
を
墨
守
し
て

さ
え
い
れ
ば
と
い
う
良
品
至
上
主

義
・
伝
統
尊
重
主
義
は
、
シ
ャ
ー
プ

や
そ
ご
う
デ
パ
ー
ト
の
例
を
取
る
ま

で
も
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
は
通
用
し

な
い
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
明

治
・
大
正
・
昭
和
以
来
の
長
い
信

用
と
実
績
に
基
づ
く
刀
剣
業
界
の
自

信
が
、
資
格
社
会
の
到
来
に
よ
っ
て

大
き
く
揺
ら
ぐ
事
態
に
な
り
か
ね
な

い
。

　

こ
の
よ
う
な
刀
剣
業
界
の
現
状
を

鑑か
ん
が

み
る
に
、
わ
が
刀
剣
商
組
合
が
手

を
拱こ

ま
ね

く
ば
か
り
で
は
怠
慢
の
謗そ

し

り
を

免
れ
な
い
。
従
来
は
業
界
全
体
の
問

題
に
対
し
て
、
そ
の
未
来
を
考
え
て

立
ち
上
が
る
人
も
機
関
も
な
か
っ
た

が
、
今
は
刀
剣
界
に
も
人
材
・
人
物

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら

良
い
の
か
の
方
策
も
あ
る
。
刀
剣
界

の
大
多
数
の
支
持
・
支
援
が
あ
れ

ば
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
明
日

に
で
も
行
動
を
始
め
る
準
備
も
整
え

ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
組
合
の
最
大
の
拠
り
所

は
国
家
の
認
可
の
組
合
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
国
の
認
可
を
得
る

こ
と
は
何
に
お
い
て
も
困
難
で
あ

り
、
ま
た
、
そ
れ
を
維
持
継
続
し
て

い
く
に
は
そ
れ
以
上
の
努
力
を
必
要

と
す
る
。
そ
の
困
難
の
中
に
こ
そ
一

定
の
権
威
が
あ
り
、
利
点
が
あ
り
、

価
値
が
あ
る
。
一
般
の
人
が
資
格
を

重
視
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
そ

れ
を
逆
風
と
と
ら
え
ず
好
機
と
と
ら

え
た
い
。
何
と
な
れ
ば
、
国
家
認
可

の
組
合
が
認
定
す
る
資
格
は
重
い
。

　

事
業
協
同
組
合
設
立
の
正
味
の
目

的
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
金
融
事

業
、
も
う
一
つ
は
検
定
事
業
で
あ

る
。
国
は
容
易
に
は
金
融
・
検
定
を

や
ら
せ
た
く
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
設

立
認
可
に
も
慎
重
な
の
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
設
立
以
来
、
あ
た
ら
与

え
ら
れ
た
特
典
を
活
か
す
こ
と
な
く

今
日
ま
で
経
て
き
た
が
、
今
こ
そ
時

代
に
即
し
た
事
業
を
立
ち
上
げ
、
未

来
の
刀
剣
界
に
そ
の
財
産
を
引
き
継

が
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

い
つ
ま
で
も
昭
和
の
時
代
の
刀
屋

を
や
っ
て
い
る
べ
き
で
は
な
い
。
刀

を
売
る
人
も
買
う
人
も
平
成
の
現
代

の
人
で
あ
る
以
上
、
わ
れ
わ
れ
も
現

代
の
社
会
が
求
め
る
刀
剣
人
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
安

心
し
て
刀
剣
の
売
却
や
購
入
の
相
談

が
出
来
る
資
格
を
備
え
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
組
合
員
全
員
が
有
資

格
者
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
、
刀
剣

鑑
定
・
銃
刀
法
・
古
物
営
業
法
の
知

識
を
備
え
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
認

定
で
あ
る
。

　

国
家
資
格
に
お
け
る
「
名
称
独
占

資
格
」
に
準
じ
た
組
合
検
定
こ
そ
、

安
心
し
て
刀
剣
等
の
売
買
を
委
ね
る

こ
と
の
出
来
る
証
明
と
し
て
社
会
に

広
く
周
知
・
認
知
せ
し
め
る
こ
と

が
、
将
来
の
刀
剣
界
発
展
に
繋
が
る

こ
と
は
必
定
で
あ
る
。
未
来
の
た
め

に
、
今
こ
そ
英
知
を
結
集
し
て
行
動

に
移
る
べ
き
時
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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幕
末
期
、
幕
府
は
諸
外
国
の
圧
力
か

ら
鎖
国
政
策
に
行
き
詰
ま
り
、
動
乱
期

を
迎
え
ま
す
。

　

幕
府
の
権
威
が
弱
体
化
し
た
嘉
永
六

年（
一
八
五
三
）四
月
ご
ろ
、
土
佐
か
ら

江
戸
へ
坂
本
龍
馬
が
剣
術
の
修
行
に
や

っ
て
き
ま
す
。そ
の
二
カ
月
後
、ペ
リ
ー

率
い
る
黒
船
の
艦
隊
が
浦
賀
に
来
航
。

土
佐
藩
の
砲
台
に
臨
時
兵
と
し
て
召
集

さ
れ
、そ
こ
で
黒
船
を
実
際
に
見
た
龍
馬

の
人
生
の
歯
車
は
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

　

翌
嘉
永
七
年
六
月
、
土
佐
に
帰
国
す

る
際
、
龍
馬
は
円
龍
子
国
秀
に
製
作
依

頼
し
て
い
た
刀
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

二
尺
六
寸
六
分
と
長
寸
で
「
相
州
鎌
倉

住
国
秀
作　

嘉
永
七
年
八
月
日
」
と
銘

が
あ
り
、
現
在
、
高
知
県
立
歴
史
民
俗

資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
刀
で
す
。

　

龍
馬
が
剣
術
の
修
行
に
通
っ
て
い
た

千
葉
周
作
と
そ
の
弟
定
吉
の
道
場
は
、

門
下
生
三
千
人
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
高
弟
の
中
に
は
上
州
安
中
藩
士
も

い
ま
し
た
。

　

円
龍
子
国
秀
も
一
時
期
、
安
中
藩
の

御
抱
工
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
千
葉
道

場
と
刀
工
国
秀
の
間
に
何
ら
か
の
関
係

が
う
か
が
え
、
龍
馬
が
作
刀
を
依
頼
し

た
縁
に
結
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
想

像
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
挙
げ
た
嘉
永
六
年
紀
の
円
龍

子
国
秀
の
刀
は
、
ま
さ
に
ペ
リ
ー
が
来

航
し
た
時
期
で
、
龍
馬
が
江
戸
に
滞
在

し
て
い
た
と
き
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で

す
。
円
龍
子
の
「
子
」
を
「
斎
」
と
し

た
珍
し
い
銘
で
、
師
で
あ
る
一
貫
斎
義

弘
の
一
字
を
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、よ
ほ
ど
の
注
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
刀
の
願
主
の
宮
和
田
光
胤
は

茨
城
県
宮
和
田
村
（
現
取
手
市
）
の
、

代
々
名
主
や
本
陣
を
務
め
た
家
の
当
主

で
、
古
く
は
桓
武
平
氏
か
ら
分
か
れ
た

千
葉
氏
の
血
筋
を
引
い
て
い
ま
す
。

　

光
胤
も
千
葉
周
作
の
道
場
に
通
い
、

北
辰
一
刀
流
の
免
許
皆
伝
を
受
け
た
剣

客
で
す
。
下
総
浪
士
組
（
新
選
組
の
前

身
）
結
成
の
際
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

千
葉
周
作
も
、
文
字
通
り
千
葉
氏
の

子
孫
で
、
同
じ
桓
武
平
氏
の
血
筋
を
引

く
こ
と
か
ら
千
葉
道
場
に
入
門
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
光
胤

は
、
平
田
派
国
学
（
復
古
神
道
）
を

究
め
、
生
涯
そ

の
思
想
を
変
え

て
お
ら
ず
、
勤

王
家
で
水
戸
学

（
勤
皇
の
儒
学
）

の
信
奉
者
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

長
男
の
胤
影

が
尊
王
攘
夷
運

動
の
た
め
に
上

京
す
る
こ
と
を
許
し
、
息
子
た
ち
の
国

事
運
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
胤

影
は
京
都
・
等
持
院
の
足
利
幕
府
三
代

の
将
軍
（
尊
氏
・
義
詮
・
義
満
）
の
木

像
の
首
と
位
牌
を
、
賀
茂
川
の
河
原
に

晒
し
た
た
め
に
捕
ら
わ
れ
た
一
人
で
す

（
足
利
氏
木
像
梟
首
事
件
）。
こ
の
事
件

に
関
わ
っ
た
者
は
皆
、
平
田
派
国
学
の

門
人
で
し
た
。

　

次
男
の
宮
和
田
進
は
大
村
益
次
郎

（
日
本
陸
軍
の
創
始
者
）
を
暗
殺
し
た

一
人
で
、
そ
の
際
に
負
傷
し
逃
亡
を
途

中
で
断
念
し
、
同
志
に
頼
ん
で
首
を
刎

ね
て
も
ら
い
ま
す
。　
　
　

　

息
子
た
ち
の
行
動
に
は
、
父
光
胤
の

強
い
影
響
が
あ
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

龍
馬
が
国
秀
に
作
刀
を
依
頼
し
た
こ

ろ
、
宮
和
田
光
胤
の
二
尺
八
寸
の
佩
刀

は
既
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
千

葉
一
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
両
人
は
面
識

が
あ
り
、
光
胤
の
刀
を
見
て
龍
馬
が
国

秀
に
「
是
非
に
」
と
注
文
し
た
可
能
性

も
拭
え
ま
せ
ん
。

　

宮
和
田
光
胤
は
文
化
十
三
年
（
一
八

一
六
）
に
誕
生
し
、
明
治
二
十
一
年

（
一
八
八
八
）
三
月
に
亡
く
な
り
ま
す
。

本
年
は
そ
の
生
誕
二
百
年
に
当
た
り
ま

す
。
龍
馬
と
光
胤
の
長
刀
が
こ
の
よ
う

に
現
存
す
る
こ
と
で
、
近
代
日
本
が
誕

生
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
個
々
の
強
い

精
神
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て

思
い
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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今
日
の
俺
の
行
く
先
は
千
葉
県
市
川

市
真
間
。
走
っ
て
い
る
道
は
蔵
前
橋
通

り
。
震
災
・
大
戦
で
昔
多
く
の
人
が
こ

の
地
で
命
を
落
と
し
た
と
い
う
。
海
抜

が
低
い
た
め
、
川
を
渡
る
と
き
だ
け
道

の
起
伏
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
ま
っ
平

ら
だ
。

　

こ
う
い
う
地
理
の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
は
、
全
く
の
平
地
よ
り
平
均
速
度

が
高
く
な
る
。
北
の
地
獄
と
呼
ば
れ
る

パ
リ
、
ル
ー
ベ
と
い
う
レ
ー
ス
は
、
そ

れ
に
石
畳
の
地
区
を
加
え
、
選
手
は
痛

め
つ
け
ら
れ
て
い
く
。
俺
の
記
憶
が
正

し
け
れ
ば
、
八
八
年
そ
の
レ
ー
ス
を
制

し
、
ツ
ー
ル･

ド･

フ
ラ
ン
ス
内
定
を
決

め
、
表
彰
台
で
長
身
を
震
わ
せ
男
泣
き

を
し
た
の
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
エ
ド
ウ
ィ

ッ
ク･
フ
ァ
ン
ホ
ー
イ
ド
ン
ク
選
手
。

　

今
日
は
そ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
思
い

出
し
な
が
ら
江
戸
川
を
越
え
、
静
心
堂

の
芦
沢
さ
ん
一
家
の
家
へ
と
向
か
っ
た
。

　

閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
あ
る
静
心
堂

は
、
住
居
兼
店
舗
と
言
う
よ
り
は
応
接

間
兼
書
斎
。
実
は
北
は
盛
岡
、
西
は
広

島
ま
で
の
百
貨
店
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
や

画
廊
を
巡
る
の
が
芦
沢
一
幸
・
淳
父
子

の
営
業
だ
。
即
売
会
が
主
だ
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
出
向
い
た
先
の
百
貨
店

の
外
商
さ
ん
が
動
き
、
持
っ
て
き
て
く

れ
る
買
い
取
り
の
話
な
ど
が
あ
る
と
い

う
う
ら
や
ま
し
い
話
だ
が
、
そ
れ
も
真

面
目
さ
の
積
み
重
ね
が
あ
る
か
ら
だ
。

ま
た
百
貨
店
の
性
質
上
、
品
質
・
相
場

に
卓
越
し
た
「
う
る
さ
型
」
以
外
の
お

客
さ
ん
も
多
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
美
味
み

が
あ
る
そ
う
だ
。

　

最
近
で
は
運
送
業
者
に
商
品
を
任
せ

自
分
た
ち
は
楽
に
新
幹
線
で
移
動
す
る

こ
と
も
多
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
一
週

間
か
ら
二
週
間
の
期
間
、
息
継
ぐ
暇
も

な
い
く
ら
い
動
く
の
で
キ
ツ
イ
と
言

う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
月
一
回
強
の
ペ

ー
ス
だ
と
、
残
り
の
日
々
が
も
っ
た
い

な
い
と
感
じ
る
向
き
も
あ
ろ
う
。

　

文
頭
の
ホ
ー
イ
ド
ン
ク
選
手
、
実
は

休
日
を
多
く
取
り
入
れ
る
練
習
や
今
や

当
た
り
前
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
練
習
と
い

う
独
自
の
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
仲
間
た
ち
か
ら
は
“
日
曜

日
に
し
か
練
習
し
な
い
奴
”
と
陰
口
を

叩
か
れ
た
。
表
彰
台
の
涙
の
訳
は
、
自

分
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
証
明
で
き
た

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

東
京
の
昭
和
記
念
公
園
の
レ
ー
ス
で

は
、
彼
を
含
む
欧
州
選
手
の
先
頭
数
名

に
日
本
人
選
手
が
食
ら
い
つ
く
が
、
す

ぐ
に
彼
方
へ
と
千
切
り
去
っ
た
。

　

そ
う
言
え
ば
、
覚
え
て
お
い
て
ほ
し

い
現
役
日
本
人
選
手
が
い
る
。
東
京
大

学
自
転
車
競
技
部
Ｏ
Ｂ
の
西
薗
良
太
氏

だ
。
八
七
年
生
ま
れ
の
ま
さ
に
文
武
両

道
の
若
者
が
大
学
院
生
時
代
に
残
し
た

次
の
言
葉
に
、
俺
は
感
動
し
た
。

　
「
プ
ロ
の
選
手
を
散
文
の
作
家
に
例
え

る
な
ら
、
私
た
ち
学
生
選
手
は
韻
文
の

作
家
で
あ
ろ
う
。
優
れ
た
韻
文
が
人
の

心
を
打
つ
よ
う
に
、
短
い
練
習
時
間
を

有
効
に
使
う
学
生
選
手
の
走
り
は
決
し

て
貶お

と
し

め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
。

　

現
在
、
ツ
ー
ル･

ド･

フ
ラ
ン
ス
を
完

走
し
た
日
本
人
は
二
名
。
三
人
目
に
最

も
近
い
選
手
の
一
人
だ
。

　

静
心
堂
の
書
斎
の
書
籍
の
配
置
は
、

非
常
に
実
践
的
、
か
つ
合
理
的
だ
。
こ

こ
で
静
か
に
策
を
練
る
芦
沢
一
幸
・
淳

父
子
は
そ
の
時
間
こ
そ
が
大
切
だ
と
俺

に
教
え
て
く
れ
た
。

　

で
、
俺
か
？　

昼
食
の
後
、
刀
剣
の

書
籍
を
開
く
。
五
分
で
居
眠
り
が
出

る
。
ダ
メ
だ
、
こ
り
ゃ
。
ラ
イ
ス
大
盛

り
は
や
め
て
お
い
た
方
が
い
い
な
。

�

（
綱
取
譲
一
）

芦沢さん父子とご一緒に

　

二
月
十
三
日
に
東
京
大
学
大
学
院
人

文
社
会
系
研
究
科
文
化
資
源
学
研
究
室

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
考
『
刀

剣
男
士
』
の
魅
せ
る
も
の
」。
会
場
の

大
教
室
は
、
や
は
り
三
分
の
二
ぐ
ら
い

を
若
い
女
性
が
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
の
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

専
門
家
陸
川
和
男
氏
、
奈
良
県
立
大
学

観
光
社
会
学
専
門
の
准
教
授
岡
本
健
先

生
の
お
二
人
が
講
演
さ
れ
、
ゼ
ミ
生
に

よ
る
学
生
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
文
化
資
源

学
研
究
室
教
授
木
下
直
之
先
生
が
司
会

を
さ
れ
、
陸
川
氏
、
岡
本
先
生
、
水
戸

徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
徳
川
真
木
氏

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

刀
剣
と
言
う
と
、
従
来
は
圧
倒
的
に

男
性
ば
か
り
の
世
界
で
し
た
が
、「
刀

剣
乱
舞
」
に
よ
っ
て
状
況
は
激
変
し
ま

し
た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
に
出
て
く
る
「
刀

剣
男
士
」
を
媒
介
と
し
て
、
単
な
る
ゲ

ー
ム
の
フ
ァ
ン
で
は
な
く
、
刀
剣
を
実

際
に
見
に
行
く
、
流
派
・
刀
工
の
み
な

ら
ず
そ
の
歴
代
の
所
有
者
、
歴
史
的
背

景
な
ど
深
く
調
べ
る
、
な
ど
の
行
動
を

伴
っ
て
、
刀
剣
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し

て
い
る
の
で
す
。

　

研
究
室
が
実
施
し
た
五
千
件
に
及
ぶ

「
刀
剣
乱
舞
」
の
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
日
本
刀
に
対

す
る
関
心
は
九
割
の
人
が
高
ま
っ
た
と

回
答
し
て
お
り
、
実
際
に
刀
剣
を
見
に

行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
六
割
近
く
に

達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
ゲ
ー
ム

ユ
ー
ザ
ー
が
百
五
十
万
人
と
す
る
と
、

美
術
館
の
刀
剣
コ
ー
ナ
ー
が
大
盛
況
な

の
も
理
解
で
き
ま
す
。

　

本
紙
前
号
で
螢
丸
の
復
元
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
が
、
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

も
、
関
東
大
震
災
で
罹
災
し
た
「
児
手

柏
」
を
月
山
貞
利
刀
匠
が
、「
燭
台
切

光
忠
」
を
宮
入
法
廣
刀
匠
が
復
元
す
る

こ
と
が
決
定
し
、
寄
付
金
も
集
ま
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
若
い
女
性
の
刀
剣
ブ
ー

ム
は
、
刀
剣
の
販
売
に
お
い
て
、
現
時

点
で
は
恩
恵
を
受
け
て
い
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
奥
方
に
内
緒
で
刀
を
買

っ
て
い
る
殿
方
が
多
い
中
、
良
き
理

解
者
が
増
え
る
だ
け
で
も
プ
ラ
ス
で
す

し
、
日
本
刀
を
所
持
す
る
若
い
世
代
が

少
し
ず
つ
増
え
て
い
く
期
待
感
も
抱
き

ま
し
た
。�

（
木
村
隆
志
）

東
大
大
学
院
文
化
資
源
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
考『
刀
剣
男
子
』の
魅
せ
る

も
の
」に
参
加
し
て
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山
田 

基
洋（
三
刀
流
店
主
）

海
外
の
街
で

  

日
本
刀
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

21

　

三
刀
流
の
山
田
と
申
し
ま
す
。

　

刀
剣
に
携
わ
っ
て
十
年
ぐ
ら
い
に
な

り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
に
は
ま
だ
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
の
場
を
借
り
て
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

初
対
面
の
方
か
ら
職
業
を
聞
か
れ
て

「
刀
剣
商
で
す
」
と
答
え
る
と
、
不
審

な
表
情
を
さ
れ
た
り
「
危
な
い
仕
事
な

の
で
は
？
」
と
い
う
反
応
を
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

今
は
日
常
生
活
の
中
で
日
本
刀
が
縁

遠
い
も
の
な
の
で
、
当
然
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
は
刀
を
も
っ
と
世
に
広

め
た
い
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
年
二
回
、
松
本
義

行
さ
ん
と
沖
縄
県
で
日
本
刀
の
展
示
即

売
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
に
は
刀
の
文
化
が
全
く
な
か
っ

た
た
め
、
最
初
は
皆
さ
ま
、
疑
心
暗
鬼

の
よ
う
で
し
た
が
、

日
本
刀
の
素
晴
ら
し

さ
を
教
え
る
と
興
味

を
持
っ
て
く
だ
さ
る

方
が
多
数
い
る
こ
と

が
わ
か
り
、
松
本
さ

ん
と
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
で
五
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
定
期

的
に
行
っ
て
い
る

と
、
毎
回
楽
し
み
に

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
海
外
旅
行
が
好
き
で
、
年
間
八

回
ぐ
ら
い
行
き
ま
す
。
中
で
も
タ
イ
に

よ
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
に
は
世
界
中
か
ら
外
国
人
が
訪

れ
ま
す
。
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
は
今

か
な
り
経
済
が
発
展
し
、
ビ
ル
や
商
業

施
設
が
建
ち
並
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

バ
ン
コ
ク
の
街
を
歩
い
て
い
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
人
た
ち
と
出
会
う

の
で
何
か
と
面
白
い
で
す
。
私
は
こ
の

街
で
刀
の
商
売
が
で
き
た
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
国
の
人
た
ち
に
日
本
刀
の
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
と
思
い
、
い
つ
か

展
示
会
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

（
登
録
証
の
問
題
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る

の
で
、
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
…
）。

　

私
は
横
浜
で
生
ま
れ
、
横
浜
で
育
ち

ま
し
た
。
今
年
二
月
に
地
元
横
浜
に
小

さ
い
な
が
ら
も
お
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
商
売
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
一
筆
啓
上

　

山
田
さ
ん
と
ご
一
緒
に
展
示
即
売
会
を
開
催
し
て
、
足
掛
け
五
年
に
な
り
ま
し
た
。

沖
縄
を
は
じ
め
、
人
形
町
・
野
田
・
千
葉
で
手
掛
け
て
も
う
二
十
五
回
。
山
田
さ
ん
は

気
心
が
知
れ
た
良
き
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　

山
田
さ
ん
の
商
売
セ
ン
ス
に
は
い
つ
も
脱
帽
し
て
い
ま
す
。
顧
客
の
好
み
や
関
心
を

敏
感
に
く
み
取
り
、「
向
き
が
あ
る
刀
」

を
上
手
に
勧
め
て
顧
客
を
買
う
気
に
さ
せ

ま
す
。
売
れ
筋
や
先
行
き
の
動
向
を
読
む

力
も
抜
群
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
と
弛

ま
ぬ
情
報
収
集
の
賜
物
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
の
よ
う
な
開
拓
精
神
溢
れ
る

刀
剣
商
が
、
未
来
を
創
れ
る
刀
剣
界
に
し

た
い
も
の
で
す
。�

（
松
本
義
行
）

■
連
絡
先
＝
〒
２
４
０-

０
０
０
４ 

神
奈

川
県
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
岩
間
町
二-

一

〇
四-
四　

Ｌ
Ｍ
保
土
ケ
谷
第
五-

一
〇
四　

☎
〇
九
〇-
三
九
〇
九-

六
五
一
一

三刀流の山田基洋さん

気
あ
い
あ
い
と
、
い
つ
も
楽
し
く
取
引

を
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
当
会
の
何
よ

り
の
喜
び
で
す
。

　

取
引
形
態
は
、
昨
年
度
か
ら
現
金
取

引
を
主
体
に
、
売
主
の
希
望
に
よ
り
延

べ
払
い
も
可
能
と
し
て
お
り
、
ご
要
望

に
適
宜
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
、
旧
来
の

会
場
様
式
を
刷
新
し
て
、
机
と
椅
子
の

西
洋
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
参
加
者
の
動
作
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
好
評
を
呼
ん
で
い

ま
す
。

　

会
長
は
岡
山
市
の
福
徳
美
術
の
宮
本

佳
幸
氏
。
運
営
責
任
者
は
私
、
佐
藤
均

が
お
役
目
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
当

会
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。�

（
佐
藤
　
均
）

■
連
絡
先
＝
倉
敷
刀
剣
美
術
館　

〒
７
１

０-

１
１
０
１ 

岡
山
県
倉
敷
市
茶
屋
町
一

七
三　

☎
〇
八
六-

四
二
〇-

〇
〇
六
六

交
換
会
紹
介

　

岡
山
刀
剣
ク
ラ
ブ
は
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅

近
く
の
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
別
館
で
毎
月

十
九
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

発
足
は
、
今
か
ら
約
三
十
年
前
に
西

日
本
の
刀
剣
界
を
牽
引
さ
れ
た
故
三
木

義
和
氏
に
よ
り
ま
す
。
会
の
名
称
は
、

「
山
陽
会
」「
岡
山
会
」
と
変
更
の
後
、

平
成
十
八
年
に
「
岡
山
刀
剣
ク
ラ
ブ
」
と

改
名
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
「
刀
剣
商
同
士
が
相
互
扶
助
精
神
の

下
、
円
滑
な
取
引
を
」
と
同
氏
が
重
視

さ
れ
て
い
た
ス
ピ
リ
ッ
ツ
は
、
会
員
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、
継
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
会
員
数
は
約
二

十
名
と
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ア
ッ
ト
ホ
―
ム
な
雰
囲
気
で
皆
さ
ん
和

岡
山
刀
剣
ク
ラ
ブ

相
互
扶
助
精
神
で
和
気
あ
い
あ
い

岡山刀剣クラブ会員の皆さん
　

山
本
さ
ん
は
昭
和
十
九
年
、
栃
木
県
佐
野

市
に
生
ま
れ
、
同
六
十
年
、
四
十
一
歳
の
と

き
に
神
影
流
二
十
五
代
宗
家
豊
島
一
虎
師
に

入
門
、
剣
道
・
居
合
道
を
修
行
し
、
以
来
、

こ
の
道
一
筋
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

神
影
流
教
士
七
段
、
神
心
無
想
流
教
士
七

段
。
平
成
六
年
、
神
影
流
一
門
佐
野
武
道
会

を
設
立
し
会
長
に
就
任
。

　

稽
古
は
佐
野
市
武
道
館
・
佐
野
小
学
校
体

育
館
・
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
週

三
日
開
い
て
い
ま
す
。

　

豊
島
師
の
指
導
方
針
「
武
道
を
通
し
て
地

域
社
会
に
貢
献
し
よ
う
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
高
齢
者
施
設
・
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
・
特
別
支
援
施
設
な
ど

へ
演
武
会
の
慰
問
活
動
を
続
け
ら
れ

て
お
り
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
支
部
を
ブ
リ
ス
ベ
ン
市
に
設

立
、
現
在
、
指
導
者
三
名
、
門
下
生

十
三
名
が
修
行
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
日
本
の
伝
統
文
化
の
武
道
」
の

体
験
・
見
学
は
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ
だ
そ

う
す
。�

（
瀬
下
昌
彦
）

■
佐
野
武
道
会
＝
〒
３
２
７-

０
０
２
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木
県
佐
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市
金
屋
下
町
一
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〇
二
八
三-
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四-
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一
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武
道
は
日
本
の
伝
統
文
化

武
道
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
す
る

�

山
本 

吉
男
さ
ん（
号･

影
舟
）

ア
オ
バ
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画
㈱

〒
１
３
０
–
０
０
１
２

墨
田
区
大
平
四
–
一
九
–
二
–
一
三
○
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
五
一

メ
ー
ル
　aobakk@

pj8.so-net.ne.jp

高 

橋   

一

１月８日　銀座刀剣倶楽部会場にて『刀
剣界』第27号編集委員会を開催（校
正）。出席者、深海理事長・冥賀副理
事長・清水専務理事・服部常務理事・
赤荻理事・嶋田理事・生野理事・綱
取理事・松本理事・持田理事・大西
芳生氏・木村隆志氏・土子民夫氏

17日　東京美術倶楽部にて組合交換会を
開催。参加43名、出来高7,692,500円

17日　東京美術倶楽部にて理事会を開
催。出席者、深海理事長・猿田副理
事長・冥賀副理事長・清水専務理事・
伊波常務理事・服部常務理事・赤荻
理事・飯田理事・佐藤理事・生野理
事・瀬下理事・綱取理事・土肥理事・
吉井理事・木村監事

17日　東京美術倶楽部会場にて『刀剣界』
第28号編集委員会を開催（企画）。出
席者、深海理事長・冥賀副理事長・清
水専務理事・伊波常務理事・服部常務
理事・赤荻理事・生野理事・綱取理事・
服部一隆氏・土子氏

２月３日　銀座長州屋にて全国中小企業
団体中央会の機関紙『中小企業と組
合』の取材を受ける。出席者、深海
理事長・清水専務理事・嶋田理事

17日　東京美術倶楽部にて組合交換会を
開催。参加49名、出来高10,725,500円

17日　東京美術倶楽部にて理事会を開
催。出席者、深海理事長・猿田副理
事長・冥賀副理事長・清水専務理事・
伊波常務理事・服部常務理事・赤荻
理事・飯田理事・佐藤理事・嶋田理事・
生野理事・瀬下理事・綱取理事・土肥
理事・松本理事・持田理事・吉井理事・
木村監事

17日　東京美術倶楽部会場にて『刀剣界』
第28号編集委員会を開催（校正）。出
席者、深海理事長・冥賀副理事長・清
水専務理事・伊波常務理事・服部常務
理事・赤荻理事・嶋田理事・生野理事・
瀬下理事・綱取理事・松本理事・持田
理事・木村氏・土肥富康氏・土子氏

組合こよみ
（平成28年1～2月）

刀
剣
商
リ
レ
ー
訪
問
〈
番
外
編
〉	

有
限
会
社
勝
武
堂

母
子
で
建
て
た
新
店
舗
開
店
を
祝
う

　

平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日
、
東

京
・
中
野
区
に
あ
る
美
術
刀
剣
店
、
勝

武
堂
が
新
装
開
店
し
た
。

　

同
店
は
大
正
末
年
、
初
代
店
主
大
平

鍬く
わ
い
ち一
氏
が
麻
布
区
霞
町
に
て
「
大
平
勝

光
堂
」
の
名
で
商
い
を
始
め
、
戦
後
は

現
在
の
中
野
区
に
て
再
出
発
し
、
九
十

年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き

た
老
舗
で
あ
る
。

　

現
在
の
代
表
は
大
平
岳
子
さ
ん
。
先

代
の
三
代
目
店
主
将
義
氏
の
奥
さ
ま
で

あ
る
。
将
義
氏
が
他
界
し
た
際
、
い
っ

た
ん
は
閉
店
も
考
え
た
そ
う
で
あ
る

が
、
歴
史
あ
る
お
店
を
な
く
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
お
客
さ
ま
の
声
に
押
さ

れ
、
決
断
さ
れ
た
。
代
表
と
し
て
先
代

譲
り
の
堅
実
な
商
い
を
続
け
ら
れ
、
つ

い
に
新
店
舗
を
構
え
る
に
至
っ
た
こ
と

は
、
業
界
に
と
っ
て
も
慶
事
で
あ
る
。

　

息
子
の
将
広
氏
も
よ
く
母
を
支
え
、

今
で
は
全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
の
各

種
活
動
や
交
換
会
な
ど
で
役
職
を
担

い
、
熱
心
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
皆
さ
ま
も
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
次
代
を
担
う
逸
材
と
し
て
、
今
後

の
活
躍
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
る
。

　

新
店
舗
で
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と

ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

�

（
飯
田
慶
雄
）

〈
店
主
よ
り
〉
木
造
二
階
建
て
の
旧
店

舗
は
戦
後
間
も
な
く
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
改
築
な
ど
は
行
わ
れ
て
き
た
も
の

の
老
朽
化
が
激
し
く
、

い
ず
れ
は
建
て
替
え
の

必
要
な
建
物
で
し
た
。

新
築
は
亡
き
主
人
や
主

人
の
母
の
長
年
の
夢
で

あ
り
、
そ
の
遺
志
を
継

ぐ
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
本
当
に
皆
さ
ま
の

ご
指
導
と
ご
助
力
の
お

か
げ
と
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
後
と
も
末
永
く
ご
指

導
ご
愛
顧
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
有
限
会
社
勝
武
堂
＝

〒
１
６
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０
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京
都
中
野
区
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町
四

-

四
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〇
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新店舗の前にて大平さん母子
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井
伊
家
の
受
難
を
救
っ
た
激
動
の
人
生

『
剣
と
紅
─
戦
国
の
女
領
主･

井
伊
直
虎
』

高
殿 

円
　
文
春
文
庫
　
定
価
（
八
二
〇
円
＋
税
）

　

昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
「
花
燃

ゆ
」
で
し
た
。
こ
れ
に
ち
な
ん
だ
大

刀
剣
市
の
特
別
展
で
、
当
時
の
清
麿

の
長
州
打
ち
短
刀
や
桂
小
五
郎
遺
愛

の
左
行
秀
作
平
造
り
脇
指
を
筆
頭

に
、
物
語
と
の
関
係
を
連
想
さ
せ
る

御
刀
を
皆
さ
ん
、
た
く
さ
ん
ご
覧
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
「
真
田

丸
」
で
す
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
そ

の
年
の
大
河
を
取
り
上
げ
て
も
、
メ

デ
ィ
ア
の
取
材
は
来
な
い
の
で
す
。

「
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
『
女
城
主･

直

虎
』
を
テ
ー
マ
に
す
る
の
も
あ
り
か

な
」
と
理
事
長
が
つ
ぶ
や
か
れ
た
の

を
聞
き
、
今
回
は
そ
の
原
作
で
あ
る

『
剣
と
紅
―
戦
国
の
女
領
主･

井
伊
直

虎
』
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　

彦
根
の
井
伊
家
と
言
え
ば
、
五

代
・
六
度
の
大
老
職
を
出
す
な
ど
、

譜
代
の
名
門
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ま
で
の
苦
労
は
大
変
な
も

の
で
し
た
。

　

井
伊
家
は
平
安
期
、
蔵
人
藤
原
冬

嗣
の
六
代
後
裔
に
当
た
る
藤
原
共
資

が
遠
江
国
司
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の
共

資
が
渭
伊
八
幡
に
て
捨
て
子
を
拾
い
、

養
子
に
し
た
の
が
、
井
伊
家
初
代
の

共
保
公
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
鎌
倉
・
南
北
朝
・
室
町
と
時

代
を
経
て
、
戦
国
末
期
に
は
今
川
氏
に

従
属
し
て
命
脈
を
保
つ
が
、
そ
れ
は
悲

惨
な
運
命
を
た
ど
る
。

　

井
伊
直
虎
（
次
郎
法
師
）
は
、
井
伊

家
二
十
二
代
当
主
・
直
盛
の
一
人
娘
。

直
盛
に
は
男
子
が
な
く
、
娘
の
許
嫁
で

あ
る
従
兄
弟
の
井
伊
直
親
に
家
督
を
継

が
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
直
親
の
父

直
満
が
今
川
義
元
に
殺
さ
れ
、
九
歳
の

直
親
も
命
を
狙
わ
れ
た
た
め
に
信
州
に

身
を
隠
さ
せ
る
。
直
虎
（
本
書
で
は
香か

ぐ

と
呼
ば
れ
て
い
る
）
は
、
家
老
小
野
家

の
嫡
男
三
郎
左
衛
門
政
次
に
輿
入
れ
す

る
こ
と
を
嫌
い
、
龍
潭
寺
で
出
家
し
次

郎
法
師
を
名
乗
る
。

　

十
一
年
後
、
井
伊
谷
に
戻
っ
た
直
親

は
直
盛
の
養
子
と
な
る
が
、
出
家
し
た

次
郎
法
師
（
直
虎
）
と
は
結
婚
で
き

ず
、
奥
山
家
の
娘
と
結
婚
し
、
虎
松

（
二
十
四
代
直
政
）
が
生
ま
れ
る
。

　

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
桶
狭
間
の

戦
で
直
虎
（
香
）
の
父
、
二
十
二
代
直

盛
戦
死
。
井
伊
家
の
家
臣
多
数
戦
死
。

　

永
禄
五
年
、
二
十
三
代
直
親
も
謀
殺

さ
れ
る
と
、
井
伊
家
は
存
続
の
危
機
に
。

翌
年
、
二
十
代
直
平
死
去
。
井
伊
の
名

を
継
ぐ
男
子
は
直
親
の
遺
児
、
幼
い
虎

松
た
だ
一
人
と
な
り
、
永
禄
八
年
、
龍

潭
寺
・
南
溪
和
尚
の
計
ら
い
で
次
郎
法

師
（
香
）
は
そ
の
後
見
人
と
し
て
井
伊

直
虎
と
名
乗
り
、
井
伊
家
を
支
え
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
井
伊
家
受
難
の

時
代
を
救
っ
た
女
領
主
と
し
て
、
後
世

に
語
り
継
が
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　

身
を
隠
し
て
い
た
直
政
を
浜
松
城

主
・
徳
川
家
康
に
仕
え
さ
せ
、
出
世
を

見
届
け
た
直
虎
は
天
正
十
年
（
一
五

八
二
）、
激
動
の
人
生
に
幕
を
閉
じ
る
。

享
年
四
十
七
歳
。

　

と
粗
筋
を
追
っ
て
み
た
の
だ
が
、
こ

の
書
に
は
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
随
所

に
出
て
く
る
。

　

例
え
ば
、
井
伊
家
二
十
代
直
平
の
娘

れ・

・ん
が
、
人
質
と
し
て
今
川
に
行
く
。

そ
し
て
、
跡
取
り
で
な
か
っ
た
た
め
に

出
家
し
、
栴せ

ん
が
く岳
承
芳
と
名
乗
っ
て
い
た

今
川
義
元
の
手
が
付
い
て
し
ま
う
。
れ

ん
は
井
伊
御
前
と
呼
ば
れ
、
そ
の
美
貌

に
よ
っ
て
寵
愛
を
受
け
た
が
、
義
元
は

僧
籍
時
代
に
手
を
付
け
た
ば
つ
の
悪
さ

か
ら
か
、
家
督
を
継
い
で
武
田
家
の
娘

を
娶
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
か
、
れ
ん

を
義
妹
と
い
う
こ
と
に
し
て
重
臣
の
関

口
親
永
の
元
へ
嫁
が
せ
て
し
ま
う
。
関

口
家
は
今
川
家
の
縁
戚
だ
が
、
主
家
に

勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
名
門
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
縁
で
は
あ
っ
た
が
、
親
永
と

れ
ん
は
仲
む
つ
ま
じ
く
、
子
宝
に
も
恵

ま
れ
た
。
特
に
長
女
に
は
、
親
永
の
も

と
も
と
の
出
自
で
あ
る
名
門
名
瀬
氏
か

ら
名
を
取
り
、
瀬
名
姫
と
名
づ
け
た
。

こ
れ
が
後
に
家
康
の
正
室
と
な
る
築
山

御
前
で
あ
る
。

　

関
口
親
永
夫
婦
は
後
に
今
川
氏
貞
に

よ
っ
て
自
害
さ
せ
ら
れ
、
築
山
御
前
も

ま
た
長
男
信
康
と
と
も
に
家
康
に
殺
さ

れ
て
い
る
。

　

ど
う
で
す
、
面
白
い
で
し
ょ
う
。

�

（
持
田
具
宏
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組
『
美
の
壺
』
で

日
本
刀
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
千
年
の

光 

日
本
刀
」
と
題
し
て
一
月
十
五
日

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア

ム
で
放
映
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
一
月
中
に
二
回
、
二
月
十
一

日
に
は
総
合
テ
レ
ビ
で
再
放
送
さ
れ

た
。
計
四
回
の
放
映
で
、
全
国
で
お
そ

ら
く
何
百
万
人
も
の
方
々
が
日
本
刀
の

魅
力
に
触
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
今
後
も
再
放
送
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
そ
の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
『
美
の
壺
』
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
で
あ
る
俳
優
の
草
刈
正
雄

さ
ん
が
ブ
ラ
リ
と
某
刀
剣
店
を
訪
れ
る

シ
ー
ン
か
ら
番
組
は
始
ま
る
。

　

善
財
一
さ
ん
が
「
何
か
お
探
し
の
刀

は
あ
り
ま
す
か
」
と
語
り
か
け
る
。
と
、

そ
こ
で
「
登
録
証
が
付
い
て
い
る
日
本

刀
は
誰
で
も
手
に
取
っ
て
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
入
る
。

　

こ
の
一
言
が
、
わ
れ
わ
れ
業
界
人
に

と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
か
…

…
。
善
財
さ
ん
は
手
慣
れ
た
風
情
で
、

刀
の
見
方
や
見
ど
こ
ろ
を
丁
寧
に
説
明

さ
れ
る
。

　

次
に
英
国
人
の
刀
剣
研
究
家
ポ
ー
ル

･

マ
ー
テ
ィ
ン
さ
ん
が
登
場
し
、
居
合

を
演
じ
る
。
さ
ら
に
「
刀
は
サ
ム
ラ
イ

の
も
の
で
し
た
が
、
日
本
人
の
魂
で
あ

り
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
ま
す
」
と
、
外

国
人
の
日
本
刀
観
を
熱
く
語
っ
て
い
た
。

　

名
刀
と
言
え
ば
、
誰
も
が
想
像
す
る

の
が
正
宗
で
あ
る
。
短
刀
の
小
松
正
宗

や
重
要
文
化
財
の
刀
（
無
銘
正
宗
）
が

映
さ
れ
、
和
服
姿
で
登
場
し
た
佐
野
美

術
館
館
長
の
渡
邉
妙
子
先
生
が
沸
・
地

景
・
金
筋
・
稲
妻
な
ど
を
的
確
に
説
明

さ
れ
て
い
た
。

　

動
画
は
、
文
章
と
写
真
や
図
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
書
籍
な
ど
比
較
に
な
ら

ず
、
実
に
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

　

次
い
で
、
平
成
二
十
四
年
に
正
宗
賞

を
受
賞
さ
れ
た
河
内
國
平
刀
匠
の
作
刀

風
景
が
映
し
出
さ
れ
た
。
暗
闇
に
火
花

が
ほ
と
ば
し
り
、
甲
高
い
鎚
の
音
が
静

寂
を
切
り
裂
く
。
火
床
で
真
っ
赤
に
熱

せ
ら
れ
た
刀
身
が
冷
水
に
投
入
さ
れ
、

日
本
刀
が
誕
生
す
る
瞬
間
は
感
動
的
で

さ
え
あ
っ
た
。

　

正
宗
賞
に
輝
い
た
太
刀
「
春
暁
」
は

乱
れ
映
り
が
特
に
高
く
評
価
さ
れ
た
と

い
う
。
映
像
で
も
見
事
に
表
現
さ
れ
て

い
た
。

　

河
内
刀
匠
の
言
葉
も
強
く
印
象
に
残

っ
た
。「
日
本
刀
は
本
来
の
切
れ
味
を

重
視
し
、
か
つ
使
い
や
す
さ
を
追
求
し

た
。
そ
の
結
果
、
美
し
さ
と
い
う
も
の

が
自
然
に
つ
い
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

近
年
の
も
の
は
景
色
を
出
そ
う
出
そ
う

と
し
て
い
る
か
ら
、
無
理
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」。

　

鎌
倉
中
期
の
備
前
刀
の
最
高
峰
吉

房
の
太
刀
（
国
宝
・
東
京
国
立
博
物

館
蔵
）
で
第
一
章
「
光
」
を
締
め
る

と
、『
美
の
壺
』
第
二
章
は
、「
彩
」
で

あ
る
。
各
時
代
の
拵
や
、
そ
れ
に
付
属

す
る
鐔
・
目
貫
・
縁
頭
な
ど
の
魅
力
が

次
々
と
紹
介
さ
れ
た
。

　

杢
目
金
研
究
者
の
高
橋
正
樹
さ
ん
に

よ
る
独
特
の
鐔
製
作
に
は
、
誰
し
も
興

味
を
そ
そ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

前
出
の
善
財
さ
ん
が
草
刈
さ
ん
に
ご

覧
に
入
れ
た
の
は
、
真
田
昌
幸
が
朝
鮮

出
兵
の
折
、
太
閤
秀
吉
か
ら
拝
領
し
た

拵
付
き
の
刀
（
無
銘
三
原
）。
す
る
と

こ
こ
で
、
草
刈
さ
ん
が
大
河
ド
ラ
マ

「
真
田
丸
」
の
昌
幸
に
変
身
、「
こ
れ
は

確
か
わ
し
が
太
閤
殿
下
よ
り
…
…
」
と

演
じ
た
シ
ー
ン
は
ほ
ほ
え
ま
し
か
っ
た
。

　

第
三
章
は
「
志
」。「
志
高
い
兄
弟
の

刀
」
を
テ
ー
マ
に
、
山
浦
真
雄
・
清
麿

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

清
麿
の
最
高
傑
作
の
一
つ
と
言
わ
れ

る
嘉
永
元
年
紀
の
刀
（
特
別
重
要
刀

剣
）、
安
政
三
年
紀
の
真
雄
の
刀
、
兄

弟
合
作
の
文
政
十
三
年
紀
の
天
然
子
完

利
・
一
貫
斎
正
行
銘
の
脇
指
の
三
振
が

じ
っ
く
り
と
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

愛
刀
家
の
花
岡
忠
男
さ
ん
が
「
強
い

刀
を
目
指
し
た
真
雄
の
作
は
荒
試
し
に

も
耐
え
、
真
田
武
士
に
愛
さ
れ
た
」
と

語
ら
れ
て
い
た
の
も
印
象
的
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
清
麿
の
供
養
に
愛
刀
家
が
集

う
「
清
麿
会
」
の
様
子
も
、
主
催
者
で

あ
る
柴
田
光
隆
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
と
と

も
に
紹
介
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
実
に
盛
り
沢
山
の
三

十
分
番
組
で
、
大
い
に
楽
し
め
た
し
、

ま
た
勉
強
に
も
な
っ
た
。

　

制
作
協
力
者
を
見
る
と
、
東
京
国
立

博
物
館
・
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
・

佐
野
美
術
館
を
は
じ
め
、
刀
職
者
・
愛

刀
家
・
刀
剣
商
な
ど
の
名
が
網
羅
さ
れ

て
お
り
、
日
本
刀
普
及
の
原
点
は
こ
こ

に
あ
る
と
痛
感
し
た
。�

（
冥
賀
吉
也
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ『
美
の
壺
』の「
千
年
の
光 

日
本
刀
」を
見
て

安
政
三
年
紀
の
山
浦
真
雄
刀

　刀剣は古来より武器として用いられると同時に日本の
文化の一つとして大きな意味を持っています。仏教の世
界でも刀剣を手にする仏様がたくさんいらっしゃいます。
　甲冑に身を固め、三鈷剣や三叉戟を持つ西塔・四天王
立像（平安時代、重要文化財）、羂索を持つ不動明王二
童子像（鎌倉～南北朝時代）、たくさんの手に剣を持つ
十一面千手観音立像（鎌倉時代）など、薬師寺が所蔵す
る武器を持った仏像や仏画な
ど11件を展示します。 
　では、平和を説く仏様が武
器を持つのはなぜでしょうか。
薬師寺に伝わる諸仏から「仏教
と刀」の関係を解き明かします。
　また、一般財団法人日本刀剣
博物技術研究財団・㈱ブレス
トシーブの協力により、昨今
の刀剣ブームで話題となって
いる数々の刀剣の特別展示「噂
の刀展」を併催します。
会期：３月１日㈫～５月８日㈰

■薬師寺
　〒630-8563 奈良市西ノ京町457　☎0742-33-6001
　http://www.nara-yakushiji.com/index.html

薬師寺大宝蔵殿 特別開扉「仏教と刀」

　平成28年度最初の常設展示では、話題の刀剣「ニッ
カリ青江」（丸亀市立資料館蔵、重要美術品）、「太刀 銘 
真守造｣（重要文化財）､「太刀 銘 元重｣（重要文化財）
をはじめとする18点のKATANAたちが登場。
会期：４月８日㈮～５月29日㈰　月曜休館

■香川県立ミュージアム
　〒760-0030 香川県高松市玉藻町５-５　☎087-822-0002
　http://www.pref.kagawa.jp/kmuseum/index.html

KATANA ─刀を楽しむ３つの見方─
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第
５８
回
埼
玉
県
名
刀
展

「
添
銘
の
あ
る
日
本
刀・蔵
刀
へ
の
想
い
」「
埼
玉
の
郷
土
刀
」

と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

　

今
回
、
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
と

し
て
石
田
國
壽
刀
匠
と
十
一
月
三
日

（
火
・
祝
）
に
真
鍮
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

プ
レ
ー
ト
に
お
好
き
な
文
字
を
銘
切
り

し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
実
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

十
時
か
ら
の
先
着
順
で
受
付
を
準
備

し
て
い
た
の
で
す
が
、
予
想
を
大
き
く

上
回
る
希
望
者
が
押
し
寄
せ
、
十
時
前

に
は
用
意
し
て
い
た
プ
レ
ー
ト
二
十

枚
を
大
き
く
上
回
る
行
列
が
で
き
た
の

で
、
急
き
ょ
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

銘
切
り
の
際
に
お
客
さ
ま
か
ら
お
話

を
聞
い
て
み
る
と
、
銘
切
り
の
実
演
を

楽
し
み
に
早
朝
七
時
ご
ろ
か
ら
並
ん
で

い
た
方
も
お
ら
れ
、
手
に
入
れ
た
プ
レ

ー
ト
を
「
大
事
に
し
ま
す
」
と
う
れ
し

い
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
め
て
日
本
刀
を
見
た
と
い

う
方
に
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
添
銘
の

由
来
や
意
味
な
ど
の
説
明
を
お
伝
え
し

て
い
た
と
こ
ろ
「
も
う
一
度
ゆ
っ
く
り

と
見
て
き
ま
す
」
と
展
示
会
場
に
戻
っ

て
い
か
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
の
外
で
は
全
国
剣
道
連
盟

会
員
に
よ
る
「
居
合
・
抜
刀
術
実
演

会
」
の
演
武
も
行
わ
れ
、
演
武
者
を
囲

う
よ
う
に
大
勢
の
見
学
者
が
お
ら
れ
る

中
、
演
武
の
度
に
多
く
の
拍
手
が
沸
き

上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
少
し
で

も
多
く
の
方
々
に
日
本
刀
へ
の
興
味
と

探
求
心
に
応
え
、
ま
た
知
っ
て
い
た
だ

け
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
も
ら
え
た
こ

と
を
願
い
ま
す
。
会
場
で
あ
る
鉢
形
城

歴
史
館
を
は
じ
め
埼
玉
県
刀
剣
保
存
協

議
会
、
寄
居
町
教
育
委
員
会
、
ま
た
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
感
謝

し
、
無
事
盛
会
に
終
了
で
き
ま
し
た
こ

と
を
こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

�

（
刀
匠
・
下
島
房
宙
）

　

昨
年
十
月
十
日
～
十
一
月
二
十
九

日
、
埼
玉
県
刀
剣
保
存
協
議
会
・
寄
居

町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
り
第
五
十
八

回
埼
玉
県
名
刀
展
「
添
銘
の
あ
る
日
本

刀
・
蔵
刀
へ
の
想
い
」「
埼
玉
の
郷
土

刀
」
が
埼
玉
県
寄
居
町
鉢
形
城
歴
史
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
名
刀
展
は
「
添
銘
の
あ
る
日

本
刀
・
蔵
刀
へ
の
想
い
」
と
あ
る
よ
う

に
、
添
銘
の
あ
る
刀
剣
が
中
心
の
展
示

に
な
っ
て
お
り
、
通
常
は
見
逃
し
て
し

ま
い
が
ち
な
、
日
本
刀
が
ど
の
よ
う
な

目
的
や
用
途
か
ら
製
作
さ
れ
た
の
か
が

わ
か
る
面
白
い
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

も
と
も
と
日
本
刀
は
、
所
持
す
る
こ

と
で
病
魔
や
悪
い
運
気
を
「
魔
」
か
ら

遠
ざ
け
、
家
族
・
一
族
を
守
り
、
ま
た

武
器
と
し
て
使
用
し
な
い
こ
と
が
最
上

の
美
徳
で
あ
り
ま
す
。
今
回
展
示
さ

れ
て
い
る
刀
は
所
持
者
本
人
は
も
ち
ろ

ん
、
家
族
や
身
内
や
子
孫
、
恩
人
に
お

守
り
刀
の
効
力
を
願
っ
て
製
作
さ
れ
、

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
精
神
性
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
日
本
刀
は
た
だ
の
武

器
と
し
て
で
は
な
く
、
先
代
た
ち
の
思

い
も
大
事
に
受
け
継
い
で
い
く
と
い
う

伝
統
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
が
刀
鍛
冶
を
目
指
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
も
、
こ
の
精
神
性
が
日
本
人

の
根
底
に
根
付
く
素
晴
ら
し
い
文
化
だ

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト焼刃土を塗る工程も公開

　

舞
草
刀
研
究
会（
中
鉢
弘
会
長
）で
は

新
春
名
刀
鑑
賞
会
を
一
月
三
十
一
日
、

岩
手
県
一
関
市
大
手
町
の
一
関
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。
県
内
外
か
ら
約

六
十
人
が
参
加
し
、
実
際
に
手
に
取
っ

て
日
本
刀
の
魅
力
を
堪
能
し
た
。

　

同
研
究
会
は
舞
草
刀
の
研
究
で
知
ら

れ
、
会
誌
も
発
行
す
る
が
、
併
せ
て
郷

土
の
刀
を
広
く
鑑
賞
す
る
機
会
を
持
と

う
と
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
昨
今
の
ブ

ー
ム
も
あ
り
、「
刀
剣
女
子
」
と
呼
ば

れ
る
若
い
女
性
を
含
む
多
数
の
愛
好
者

が
参
加
し
た
。

　

会
場
に
は
東
北
の
刀
を
中
心
に
、
平

安
末
期
や
鎌
倉
、
江
戸
時
代
な
ど
に
作

ら
れ
た
十
五
振
を
展
示
。
参
加
者
は
一

礼
を
し
て
刀
を
手
に
取
り
、
角
度
を
変

え
て
光
に
か
ざ
し
な
が
ら
刃
文
や
地
肌

を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
た
。

　

作
刀
年
代
や
刀
工
の
名
前
を
当
て
る

鑑
定
ク
イ
ズ
も
実
施
。
参
加
者
は
目
を

凝
ら
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
刀
の
特
徴
を
捉

え
、
真
剣
な
表
情
で
解
答
用
紙
に
記
入

し
て
い
た
。
持
参
し
た
刀
の
手
入
れ
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
、
参
加
者
の
注
目
を
集

め
て
い
た
。

　

中
鉢
会
長
は
「
過
去
最
多
の
人
数
が

参
加
し
て
く
れ
た
。
一
過
性
の
ブ
ー
ム

と
し
て
で
は
な
く
、
本
格
的
に
刀
を
勉

強
し
よ
う
と
い
う
若
い
人
も
い
る
の

で
、
そ
の
よ
う
な
人
を
増
や
し
て
い
け

れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

舞
草
刀
研
究
会
の
鑑
賞
会
は

過
去
最
高
の
盛
況

　

堀
川
国
広
が
足
利
学
校
で
作
刀
し
た

脇
指（
重
要
美
術
品
）が
、
栃
木
県
足
利

市
立
美
術
館
で
一
月
三
十
日
か
ら
二
月

十
四
日
ま
で
特
別
展
示
さ
れ
、
殺
到
す

る
「
刀
剣
女
子
」
が
市
民
を
驚
か
せ
た
。

　

市
教
育
委
員
会
の
担
当
者
は
「
若
い

女
性
が
殺
到
す
る
の
は
九
四
年
の
開
館

以
来
初
め
て
」
と
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を

上
げ
て
い
た
。

　
「
刀
剣
乱
舞
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
昨
年

一
月
に
始
ま
る
と
、
美
男
子
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
山や

ま
ん
ば
ぎ
り

姥
切
国
広
」
の
フ
ァ
ン
が

足
利
学
校
を
訪
れ
た
り
、
問
い
合
わ
せ

が
来
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
熱
い

声
に
応
え
よ
う
と
、
学
校
事
務
所
は
同

六
月
か
ら
脇
指
の
レ
プ
リ
カ
の
展
示
を

始
め
た
が
、「
本
物
を
見
た
い
」
と
い

う
要
望
も
多
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
応
え
よ
う
と
、
市
立
美
術
館

で
脇
指
の
特
別
展
示
が
始
ま
る
こ
と
を

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
案
内
す
る
と
拡
散
し
、

リ
ツ
イ
ー
ト
が
二
千
件
を
突
破
。
展
示

が
始
ま
る
と
、
主
に
十
～
二
十
歳
代
の

女
性
が
全
国
か
ら
詰
め
か
け
た
。

　

足
利
学
校
近
く
に
あ
る
古
民
家
ス
タ

ジ
オ
の
松
村
記
念
館
に
も
刀
剣
乱
舞
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
格
好
を
し
た
「
コ
ス

プ
レ
ー
ヤ
ー
」
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、

屋
内
や
庭
で
撮
影
を
楽
し
む
光
景
が
増

え
て
い
る
。

足
利
市
立
美
術
館
と
古
民
家
ス
タ
ジ
オ
に
も
刀
剣
女
子

　

北
野
天
満
宮
（
京
都
府
京
都
市
上
京

区
）
の
宝
物
殿
で
一
月
二
十
三
日
か
ら

三
月
十
三
日
ま
で
、
特
別
公
開
「
学
問

の
神
・
驚
き
の
宝
刀
展
」
が
開
催
さ

れ
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。

　

北
野
天
満
宮
は
御
神
刀
約
八
十
振
を

所
蔵
す
る
が
、
そ
の
半
数
に
及
ぶ
四
十

振
を
展
示
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
初
公
開

で
、
刀
剣
と

武
具
だ
け
の

特
別
展
も
初

め
て
の
試
み

と
な
っ
た
。

　
「
刀
剣
乱

舞
」
の
ヒ
ッ

ト
に
よ
り
、

若
い
女
性
を

中
心
に
日
本

刀
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
一
人
で
あ
る
「
髭
切
」
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
刀
剣
を
所
蔵
す
る
北
野
天
満
宮

へ
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
今
回
の
開
催
に
至
っ
た
と

い
う
。
会
場
に
は
、「
審さ

に

わ
神
者
」
と
お

ぼ
し
き
女
性
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　
「
髭
切
」
の
別
名
を
持
つ
「
鬼
切
丸
」

の
ほ
か
、
恒
次
・
助
守
・
師
光
・
国
広

の
重
要
文
化
財
五
振
も
展
示
。
刀
身
や

外
装
に
加
え
て
、
奉
納
者
の
記
名
や
凝

っ
た
装
飾
が
施
さ
れ
た
木
箱
も
添
え
ら

れ
、
歴
史
資
料
と
し
て
も
見
ご
た
え
の

あ
る
内
容
に
な
っ
て
い
た
。

北
野
天
満
宮
で「
髭
切
」な
ど
の
御
神
刀
を
公
開

水戸の梅まつり× 徳川ミュージアム× 刀剣乱舞─ONLINE─
　徳川ミュージアムにて展示中の「刀 燭台切光忠」、人気ＰＣブラウザオンライン
ゲーム『刀剣乱舞-ONLINE-』のキャラクター「刀剣男士 燭台切光忠」と「第120回
記念水戸の梅まつり」がコラボレーション。３月30日までの期間中、次のイベント
をはじめ、さまざまな企画が予定されている

①コラボ企画第１弾！「水戸の武」　周遊イベント
　偕楽園内の観梅本部において、期間中の対象施設の入場券を２枚提示すると「梅
まつり限定 燭台切光忠ポストカード」１点プレゼント。３枚であれば２点プレゼ
ント。対象施設は徳川ミュージアム・茨城県立歴史館・常磐神社義烈館・弘道館。

②コラボ企画第２弾！こんのすけ in みとちゃんお誕生会
　『刀剣乱舞-ONLINE-』のナビゲーションキャラ「こんのすけ」が、水戸市マス
コットキャラクター「みとちゃん」のお誕生会に登場。

③コラボ企画第３弾！梅まつり限定 燭台切光忠クリアファイル発売
　１部400円。１人２部まで。偕楽園見晴亭にて。

④燭台切光忠と刀剣男子の等身大パネルが徳川ミュージアムにて展示中

⑤関連グッズ「梅香 百年梅酒 燭台切光忠」発売
　定価1,000円。収益の一部は刀剣プロジェクトに寄付される。

　なお、徳川ミュージアムによる刀剣プロジェクトの「燭台切」写し制作の刀匠は
宮入法廣氏に、「児手柏」写しは月山貞利氏に決定した。「梅香」はそのサポート商
品第１号。

公
開
だ
っ
た
が
、
公
開
初
日
の
福
岡
市

博
物
館
へ
の
観
覧
者
数
は
一
一
五
〇
名

を
記
録
し
、
企
画
展
示
室
で
は
一
時
、

二
〇
〇
～
三
〇
〇
人
の
行
列
、
待
ち
時

間
一
～
二
時
間
の
状
況
と
な
っ
た
。
ま

た
、
そ
の
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
た

と
こ
ろ
、
約
六
五
〇
〇
リ
ツ
イ
ー
ト
に

も
達
し
、
注
目
を
集
め
た
。

　

こ
こ
で
も
後
押
し
し
た
の
は
「
刀
剣

乱
舞
」。
会
場
で
の
写
真
撮
影
も
で
き

る
た
め
、
女
性
客
が
急
増
し
た
。
博
物

館
で
は
「
刀
に
興
味
が
な
か
っ
た
女
性

も
関
心
を
持
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
い
」

と
歓
迎
し
て
い
る
。

　

福
岡
市
博
物
館
で
展
示
さ
れ
た
国
宝

の
刀
、
名
物「
圧へ

し

切き
り

長
谷
部
」
が
あ
ら

た
め
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

天
正
三
年（
一
五
七
五
）、
黒
田
官
兵

衛（
如
水
）が
ま
だ
播
磨
の
豪
族
小
寺
政

職
に
仕
え
て
い
た
こ
ろ
、
岐
阜
城
の
織

田
信
長
を
訪
れ
、
中
国
攻
め
を
進
言
し

た
際
に
与
え
ら
れ
た
も
の
。
手
討
ち
に

し
よ
う
と
し
た
茶

坊
主
が
台
所
の
膳

棚
に
隠
れ
た
際
、

信
長
が
刀
を
振
り

下
ろ
さ
ず
難
な
く

「
圧
し
切
っ
た
」の

が
、
名
前
の
由
来

と
さ
れ
る
。

　

一
月
五
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
の

福
岡
市
博
物
館
で
は
記
録
を
更
新
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催 事 情 報

　この度、佐野美術館・刀剣博物館
との合同巡回展として「備前刀剣王
国」を開催します。
　備前国は刀剣の産地として、平安
時代後期から室町時代後期までの約
400年間に、古備前派・一文字派・
長船派の大きな流派の消長がありま
した。
　古備前派は、平安時代後期の源平
合戦に生死をかけた武士たちの腰物
として用いられ、一文字派は後鳥羽
院をめぐる政変の渦に端を発し、刀
剣史上最も絢爛豪華な作風を生みま
した。長船派は文永・弘安の役と呼
ばれる蒙古襲来の国難を受けて、大
量の需要に大工房をもって応えまし
た。南北朝時代には、朝廷を二分す
る戦乱が全国に及び、大太刀の様式
が生まれました。そして、室町時代
後期には、武士のみならず農民まで
駆り出される戦乱に、大量の刀が作
られ、長船村は鍛冶屋千軒とも言わ
れ盛況を極めました。
　名刀は武士の鏡であり、誇りでし
た。備前の名工たちは武士の誇りを
受け、技を競い、刀剣王国を作り上
げたのです。
　備前には、古備前派・一文字派・

　平成28年は、大阪
歴史博物館が開館し
てから15年となりま
す。その間にも数多
くの大阪の職人“ア
ルチザン”の存在や
作品が明らかになり
ました。これらは当
館の前身たる大阪市
立博物館の40年に大
阪歴史博物館での15
年を加えた、55年間
の調査・収集の積み
重ねによるものです。
　本展覧会では、こ
れまでの当館活動の
中で見いだされた初
公開作品を含む「忘
れられた大阪の工
芸」約170件を展示
します。その中には
美術か美術でないか、その区分にと
らわれない「博物館」ならではの展
示作品も少なくありません。そのよ
うな大阪の職人“アルチザン”が残
した作品を通じ、大阪の近代工芸の
知られざる魅力をご紹介します。
　なお、刀剣関係では月山貞一の作
品を含む近代刀９口と、加納夏雄の

長船派以外にも多くの流派の消長が
ありましたが、この度は、大きな流
派の三つに絞り、さらにその創造の
推進力となった名工を中心に企画し
ました。また、今回は南北朝時代の
長船を脇より支えた小反物に注目
し、構成の一枠に組み入れました。
会期：１月29日㈮～３月27日㈰

■備前長船刀剣博物館
　〒701-4271 岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869-66-7767
　http://www.city.setouchi.lg.jp/token/

■大阪歴史博物館
　〒540-0008 大阪市中央区大手前４-１-32　☎06-6946-5728
　http://www.mus-his.city.osaka.jp/

特別展「備前刀剣王国」

開館15周年記念特別展「近代大阪職人（アルチザン）図鑑 ─ものづくりものがたり─」

　2016年NHK大河ドラマ「真田丸」
の主人公・真田信繁（幸村）。彼は、
「大坂の陣」において、大坂城東南
に出丸「真田丸」を築き奮戦した勇
将です。
　後の信濃国上田城主真田昌幸の次
男として生まれた信繁は、織田・北
条・徳川・上杉とめまぐるしく主君
を変える真田家において、上杉景勝
の人質となり、その後豊臣秀吉の人
質として暮らしました。慶長５年
（1600）の関ヶ原合戦では、父昌幸
とともに石田三成が率いる西軍につ
き、兄信之は徳川家康が率いる東軍
につきます。真田家は、親子兄弟が
東西に分かれて戦いましたが、西軍
は敗退。昌幸と信繁は九度
山（和歌山県）に幽閉の身
となります。
　しかし、信繁に転機が訪
れます。豊臣家と徳川家に
よる最終決戦「大坂の陣」
が起こると、信繁は大坂城
へ入城。慶長19年の大坂冬
の陣において信繁は、大坂
城の東南に真田丸と呼ばれ
る出丸を築いて徳川方を迎
え撃ち、その武名を天下に
知らしめます。
　翌年の大坂夏の陣では、
寡兵ながらも果敢に徳川方
を攻め、その奮戦ぶりは家
康に死を覚悟させるほど
だったと後世に伝えられ
ています。最後は兵力で勝
る徳川方に敗れ大坂城は落
城、信繁はその生涯を閉じ
ました。 
　戦国乱世の最後を飾った
勇将真田信繁。その活躍は、
父昌幸や兄信之とのさまざ

■江戸東京博物館
　〒130-0015 東京都墨田区横網１-４-１　☎03-3626-9974
　https://www.edo-tokyo-museum.or.jp/

2016年ＮＨＫ大河ドラマ特別展「真田丸」

　この何年か、世の中は大変な歴史ブー
ムに沸いています。特に「歴女」などと
いう言葉が生まれてきたように、女性や
若い方々の歴史ファンの増加には目を見
張るものがあり、 広島城にもそのような
方々がたくさん来られているように見受
けられます。ただ、館内に展示してある
さまざまな博物館資料について、どこを
どう見たらよいのかなど、とまどってい
る方も多いのではないでしょうか。特に
刀剣や甲冑などは、博物館資料の中でも
ハードルが高いと思われているものの代
表格でしょう。
　今回の展示では当館の所蔵品を材料
に、その見方の基本中の基本をご紹介し
ます。
会期：２月13日㈯～４月10日㈰　会期中
無休

■広島城
　〒730-0011 広島市中区基町21-１　☎082-221-7512
　http://www.rijo-castle.jp/rijo/main.html

企画展「博物館資料の見方～刀剣･甲冑編」

　奈良・吉野の地で、先祖代々の刀
匠の技を紡ぐ現代刀匠の第一人者、
河内國平氏の刀剣と、刀剣にまつわ
る工芸の粋を一堂に紹介します。
会場：日本橋三越本店　本館１階中
央ホール
会期：３月16日㈬～22日㈫

　南北朝時代から戦国時代を中心に
活躍した阿蘇大宮司家の当主たち
と、阿蘇家の宝刀「蛍丸」をパネル
で見る企画展です。
会期：～６月26日㈰
会場：道の駅通潤橋＝熊本県上益城
郡山都町下市184-１）

日本の刀 ─日本工芸の粋─ 中世阿蘇大宮司家と宝刀蛍丸

印刷／株式会社日刊企画

試作貨幣や貨幣下絵、廃刀令後の世
相を表す資料なども展示されます。
会期：４月29日（金・祝）～６月20日
㈪　火曜休館、ただし５月３日
（火・休）は開館
記念講演会：「自在置物の魅力」村
田理如氏（清水三年坂美術館館長）
５月７日㈯

久
邇
宮
殿
下
下
命
月
山
貞
一
作
短
刀

まな逸話とともに、今もなお語り継
がれています。
　この展覧会では、大河ドラマ「真
田丸」と連動し、真田信繁ゆかりの
品や歴史資料などの紹介を通じて、
信繁の人間像と彼が生きた時代を浮
き彫りにしていきます。
会期：４月29日（金・祝）～６月19日
㈰　月曜休館
★会期中に展示品の入れ替えあり
巡回展：７月２日㈯～８月21日㈰上
田市立美術館、９月17日㈯～11月
６日㈰大阪歴史博物館
特別展「真田丸」の招待券を10組20
名様にプレゼントします。申し込み
は組合☎03-3205-0601まで。先着順。

鉄
二
枚
胴
具
足（
伝
真
田
信
繁
所
用
）
大
阪
城
天
守
閣
　
上
田
会
場
に
て
展
示

短
刀 

銘 

国
光（
小
尻
通
新
藤
五
）　
個
人
蔵


